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新年あけましておめでとうございます。
令和５年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
会員の皆様には、日頃から当協会の事業推進に対しまして、ご理解、ご尽力をいただき、厚く
御礼申し上げます。また、栃木県、県内各消防本部及び関係団体の皆様には、格別のご指導、ご
協力を賜り心より御礼申し上げます。
昨年を振り返りますと、ロシアによるウクライナ侵攻は、世界経済（物流）の停滞、物価高を
招き、世界は「武力による現状変更」への対応に苦慮してきたように思っております。日本にお
いても、経済制裁等においてロシアに対して一定の制裁をかけたものの、エネルギー政策等を背
景に十分な制裁ができたかどうかは疑問がのこるところであります。今も国民が、人類が試され
ているように思えてなりません。
また、コロナとの戦いも「ウイズコロナ」とは言うものの、引き続き警戒が必要であるには違
いがありません。こうした中、明るい話題と言えば、サッカーのワールドカップでの熱戦だった
でしょうか。日本が優勝したわけではありませんが、それより大切なことを改めて教えてもらっ
たような気がしております。
一方で、（一財）日本消防設備安全センターにおいては、消防設備点検資格者再講習のオンラ
イン講習を実施し、コロナ禍で受講できない方々等の利便性に寄与してきております。
当協会といたしましては、今後もこうした情報の発信に努め、講習会の開催にあっては、引き
続きコロナに注意を払いながら、適切な定員、回数等を考慮し実施してまいりたいと思っており
ます。また、消防用点検表示制度の推進、点検報告制度の啓発、及び火災予防思想の啓発広報等
を引き続き行い、安全安心の確保に努めてまいる所存であります。
今後とも、関係各位のご指導、ご支援をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。
結びに、世の中の平穏と、コロナの一日も早い終息を願うとともに、会員の皆様にとりまして、
本年がより良い年でありますよう心より祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

一般財団法人栃木県消防設備保安協会
理事長　和　田　　　均

新年のご挨拶

皆様、あけましておめでとうございます。
一般財団法人栃木県消防設備保安協会の会員の皆様におかれましては、平素から各種消防用設
備等の点検業務の推進、火災予防に係る安全思想の普及など、「安全安心な地域社会」の実現に
向けて多大なる貢献をされていることに対しまして、深く敬意を表しますとともに心から感謝申
し上げます。
さて、本年は、明治６（1873）年に栃木県と宇都宮県が合併し、おおむね現在と同じ県域の栃
木県が誕生してから150年の節目の年となります。皆様と共にこの記念すべき年を迎えられますこ
とを、大変うれしく思うところであります。
また、６月には、我が国で初めてとなるＧ７男女共同参画・女性活躍担当大臣会合が本県で開
催されます。この機をとらえ、栃木県の魅力・実力を広く国内外に発信し、地域経済の活性化や
ブランド力の向上に努めて参ります。
昨年開催された「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」につきましては、本県選手団の活躍に
感動と勇気をもらうとともに、県民総参加により大きな成果を収めて成功裏に閉幕することがで
きました。今後は、スポーツを通じた地域活性化など、両大会を通して培われた有形・無形のレ
ガシーを確実に継承して参ります。
一方、新型コロナウイルス感染症対策につきましては、保健・医療提供体制の整備やワクチン
接種促進に向けた取組を着実に進めますとともに、引き続き、国や市町、関係機関等と緊密に連
携し、県民の命と健康、暮らしを守るため、必要な対策に万全を期して参ります。
また、長期化するコロナ禍に加え、物価高騰などにより地域経済が大きな打撃を受けている状
況を踏まえ、社会経済活動の回復に向け、各種対策に取り組むとともに、強靱で稼ぐ力のある産
業基盤の確立を図って参ります。
さらに、栃木県重点戦略「とちぎ未来創造プラン」に掲げた本県の将来像「人が育ち、地域が
活きる　未来に誇れる元気な“とちぎ”」を実現するため、国のデジタル田園都市国家構想総合戦略
にも呼応しながら、本県版まち・ひと・しごと創生総合戦略「とちぎ創生１５戦略（第２期）」
と連携し、プランに基づく各種プロジェクトをより積極的に展開して参ります。
特に、人口減少・少子化対策としまして、若者や女性が働きやすい環境づくりを進めるととも
に、結婚の希望をかなえ、安心して妊娠・出産、子育てができる魅力ある地域づくりに取り組ん
で参ります。
社会が大きく変化する中におきましても、時代の潮流を的確にとらえ、デジタル技術も有効に
活用しながら課題解決や魅力向上を図り、未来に誇れる「新しいとちぎ」づくりに全身全霊で取
り組んで参ります。
会員の皆様におかれましては、今後とも、地域社会の安全確保のため、引き続き御支援、御協
力を賜りますようお願い申し上げますとともに、一般財団法人栃木県消防設備保安協会のますま
すの御発展と、会員の皆様にとって本年が素晴らしい年となりますことを祈念申し上げまして、
新年の御挨拶といたします。

栃木県知事
福　田　富　一

令和５(2023)年 新年のご挨拶
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一般財団法人日本消防設備安全センター
理事長　北　崎　秀　一

【2023年の年頭挨拶】　新春のご挨拶

新春を迎え、皆様に謹んでご挨拶を申し上げます。
当センターは、1975年の設立以来、消防機関や関係業界の皆様から多大なご支援とご指導を賜
り、逐次業務の拡充を図って参りました。
消防設備点検資格者等の消防技術者を養成するための各種講習や消防防災用設備機器の認定・
性能評定、消防防災情報通信システムの調査・設計・施工監理、消防防災に関する国際協力及び
調査研究、違反是正支援事業、各種出版物の刊行等、多岐にわたる業務を、都道府県消防設備協
会及び消防防災事業団体並びに消防関係業界の皆様と緊密に連携して実施しております。
さて、昨年も新型コロナウイルス感染拡大の大きな波が何度も発生し、生活や経済活動は大き
な影響を受けました。
また、６名の方がお亡くなりになる大変痛ましい結果となった新潟県村上市で発生した工場火
災や、豪雨、台風等の風水害が多数発生したことにより、尊い命が失われるなど大きな被害をも
たらしました。
一方で、近年におけるＡＩ・ＩoＴ等の先端技術は、業務の一部を代替や補完できる水準にまで
向上し、デジタル化の進展とともに、あらゆる分野で組織・事業そのものの変革が進むＤＸ（デ
ジタルトランスフォーメーション）へと進化してきており、消防分野でもその展開が期待されて
いるところです。
こうした状況を踏まえ、当センターといたしましては、消防機関をはじめ関係機関と連携し、
火災はもとより、発生が懸念される様々な自然災害等に的確に対応した自衛消防組織の充実の支
援や消防分野におけるデジタル社会への対応に係る研究等、当センターに期待される役割を積極
的に果たして参りたいと考えております。
引き続き、各事業の円滑な推進を図りますとともに、時代変化に柔軟に対応した積極的な事業
展開に努めて参りますので、本年も皆様の一層のご理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。
結びに、皆様のご多幸とご発展を心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。
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（左から和田理事長、阿波副理事長）

去る11月２日㈬当協会の副理事長である、阿波保雄氏が『黄綬褒章』を受章されました。永年
にわたり消防設備業会の発展に寄与するとともに、安心・安全な地域社会と環境づくりに尽力さ
れた功績の中での受章、誠におめでとうございます。
阿波氏は、当協会の活動においても､平成16年より理事として､事業推進にあたるなど多大な貢
献を成されてきました。現在は副理事長として事業推進に尽力されています。阿波氏の『黄綬褒
章』受章は、ご本人、ご家族はもとより、当協会にとりましても大変名誉なことであり、ますま
すのご活躍・ご健勝を祈念申し上げます。
伝達式はコロナウイルス感染症の影響により実施しないこととなりましたが、総務省より安全
センター経由にて、表彰状と勲章が和田理事長より伝達されました。

表彰関係情報

阿波保雄副理事長  秋の叙勲  黄綬褒章受章
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去る11月４日㈮ 明治記念館（東京都港区）において､ 消防庁及び一般財団法人日本消防設備安
全センター主催の令和４年度消防設備関係功労者等表彰式が行われました。
本県からは次の２名の方と１事業所が受賞されました。
心よりお慶び申し上げますとともに今後のますますのご活躍を祈念申し上げます。

○消防設備保守関係功労者表彰（長官表彰）
　　小牧 伸敏 氏（株式会社小牧工業）

○消防設備保守関係者表彰（理事長表彰）
　　大塚 芳宏 氏（有限会社 大塚電機）

○優良事業所表彰（理事長表彰）
　　さくら防災株式会社（代表取締役 大木 裕二 氏）

消防庁長官表彰受賞
小牧 伸敏 氏

理事長表彰受賞
大塚 芳宏 氏

消防庁長官表彰及び（一財）日本消防設備安全センター 理事長表彰

栃木県消防設備保安協会報 令和５年１月（5）



去る11月４日㈮ 明治記念館（東京都港区）において､ 消防庁及び一般財団法人日本消防設備安
全センター主催の令和４年度消防設備関係功労者等表彰式が行われました。
本県からは次の２名の方と１事業所が受賞されました。
心よりお慶び申し上げますとともに今後のますますのご活躍を祈念申し上げます。

○消防設備保守関係功労者表彰（長官表彰）
　　小牧 伸敏 氏（株式会社小牧工業）

○消防設備保守関係者表彰（理事長表彰）
　　大塚 芳宏 氏（有限会社 大塚電機）

○優良事業所表彰（理事長表彰）
　　さくら防災株式会社（代表取締役 大木 裕二 氏）

消防庁長官表彰受賞
小牧 伸敏 氏

理事長表彰受賞
大塚 芳宏 氏
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令和４年度の理事会が去る５月23日㈪並びに評議員会が６月８日㈬に栃木県自治会館で開催さ
れました。理事会の開会に際しては、ご来賓の栃木県消防防災課長 星野弘光氏のあいさつをいた
だきました。令和３年度事業報告、収支決算について審議されいずれも原案通り承認されました。
また、理事の任期満了につき、改選が行われ11名の方が選任されました。
合わせて、令和４年度の協会功労者１名、優良従業員表彰者７名、点検済表示制度優良事業所
表彰１社の報告がなされ、下記の方が受賞されました。誠におめでとうございます。

令和４年度受賞者紹介

◎協会功労者表彰
○大河原隆嗣 氏（理事） 関東防災大河原幾雄商店

◎点検済表示制度優良事業所表彰
○有限会社毛塚防災

◎優良従業員表彰者
○本間　高広 氏 株式会社ユーユー商会
○永田　勇人 氏 佐藤防災サービス株式会社
○青木　靖二 氏 いすゞビルメンテナンス株式会社
○片岡　俊行 氏 中央理化工業株式会社栃木営業所
○櫻井美栄子 氏 中央理化工業株式会社栃木営業所
○飛田　精司 氏 株式会社西城
○熊川　寅次 氏 株式会社長工業

（理事会） （評議員会）
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理事・監事・評議員名簿
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役 職 名 氏 　 名 事 業 所 名 部 　 会
理 事 長 和 田 　 　 均 和田工業（株） 管 工 事
副理事長 吉 成 　 孝 夫 大成電設（株） 電 気 工 事
副理事長 阿 波 　 保 雄 栃木防災（株） 消 防 設 備
理 　 事 大 橋 　 　 保 大橋総設工業（株） 管 工 事
〃 中 村 　 　 勝 （株）水戸設備工業 〃
〃 戸 塚 　 　 守 戸塚電工（株） 電 気 工 事
〃 和 久 井 文 夫 （有）和久井電気 〃
〃 笹 岡 　 　 章 （協）栃木県消防設備保守協会 消 防 設 備
〃 佐 藤 　 健 成 佐藤防災サービス（株） 〃
〃 大 河 原 隆 嗣 関東防災大河原幾雄商店 〃
〃 星 　 　 守 広 （一財）栃木県消防設備保安協会

監 　 事 小 牧 　 伸 敏 （株）小牧工業 管 工 事
〃 関 本 　 恵 一 第一電機（株） 電 気 工 事
〃 青 木 　 幸 一 （株）青木商会 消 防 設 備

評 議 員 大 出 　 幸 俊 （株）大出電機 電 気 工 事
〃 黒 川 　 隆 行 黒川電設 〃
〃 内 山 　 光 市 （有）内山電機 〃
〃 髙 𣘺 　 　 巖 （株）西城 管 工 事
〃 佐 久 間 　 進 （株）佐藤設備 〃
〃 猪 瀬 　 　 修 （株）トチナン 〃
〃 今 井 　 　 裕 佐藤商事（株） 消 防 設 備
〃 渡 辺 　 圭 一 （資）渡辺商店 〃
〃 長 竹 　 孝 二 信和防災（有） 〃

令和５年１月現在



理事・監事・評議員名簿 令和５年度 消防設備士試験日程

令和３年度 消防設備士試験合格者状況

第１回 第２回
試 験 日 令和５年９月 10 日（日）　 令和６年２月 11 日（日）　

試 験 会 場 栃木県立宇都宮工業高等学校（宇都宮市雀宮町 52）

種 類 甲種・乙種

願書申請期間

電子申請 電子申請
令和５年６月30日（金）～7月11日（火） 令和５年12月１日（金）～12月12日（火）

書面申請 書面申請
令和５年７月３日（月）～７月14日（金） 令和５年12月４日（月）～12月15日（金）

合格発表予定 令和５年 10 月 18 日（水）予定 令和６年３月 19 日（火）予定

願書等常置場所 （一財）消防試験研究センター栃木県支部、栃木県内各消防本部

願書受付場所 （一財）消防試験研究センター栃木県支部

問い合わせは（一財）消防試験研究センター栃木県支部　TEL 028（624）1022へ
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0
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13
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1

7
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4

125

29
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甲種　特類

甲種第１類

甲種第２類

甲種第３類

甲種第４類

甲種第５類

　甲種計

乙種第１類

乙種第２類

乙種第３類

乙種第４類

乙種第５類

乙種第６類

乙種第７類

　乙種計

　総合計

■試験日／【前期】令和３年９月12日（宇都宮市）【後期】令和４年２月13日（宇都宮市）（一財）消防試験研究センター栃木県支部 提供

受験者
類　別

合格者

前　　期

合格率％ 受験者 合格者

後　　期

合格率％ 受験者 合格者

合　　計

合格率％

0.0

56.9

44.4

35.3

39.0

61.5

45.4

26.7

100.0

36.4

15.6

57.1

34.7

72.2

34.4

39.0

0.0

5.4

22.2

50.0

50.0

29.4

35.1

30.0

0

50.0

30.0

0.0

45.9

76.2

43.5

40.2

0.0

35.2

33.3

42.9

44.5

43.3

40.4

28.0

100.0

41.2

23.8

36.4

40.5

74.4

39.1

39.6

栃木県消防設備保安協会報令和５年１月 （8）



住所変更　(敬称略)
シティホットサービス㈲ （旧） 住所：〒329-2705 那須塩原市南郷屋 4丁目 27-17

（新） 住所：〒329-2705 那須塩原市南郷屋 4丁目 27-16

表示登録会員新規登録者紹介　(敬称略)
藤井産業㈱ 住所：宇都宮市平出工業団地 6-12　　　代表取締役：藤井　昌一

登録番号：9-1-086

会　員　情　報
代表者変更　(敬称略)

協会からのお知らせ

令和３年度に免許を取得された方、また平成30年度に講習を受講された方が対象です。
前回、栃木県で受講された方には受講案内を送付しています。住所に変更があった場合には、当協会（☎

028-625-4611）あて連絡をお願いします。

◆令和５年度の消防設備士法定講習は、例年どおり10月を予定しています。

この講習は、消防設備点検資格者の資格を取得するためのものです。詳細は５月頃ホームページに掲載しま
す（隔年開催、次回は令和７年です）。

◆令和５年度は消防設備点検資格者講習（資格取得）を予定しています。

会員名簿（令和４年 10 月 1 日現在）記載事項に変更があった場合には､会員専用ページより様式をダウンロー
ドし、該当項目を記入のうえ提出してください。
また、点検済表示登録会員の変更についても併せて提出してください。

◆代表者や所在地等に変更のあった場合には、届出書の提出をお願いします。

当協会へ振り込む際の振込手数料が令和５年４月１日から有料（事業者負担）になります。ご理解賜ります
ようお願い申し上げます。詳細については後日通知いたします。

◆令和５年４月１日より振込手数料が有料になります。

詳しくは、（一財）日本消防設備安全センターのサイトをご覧ください。
◆令和５年度消防設備点検資格者再講習のオンライン講習が実施されます。

従来の FAX での申込からメールでの申込に変更になりました。ご注文の方は（一財）日本消防設備安全セ
ンターのホームページから様式をダウンロードしてください。

◆令和４年９月20日よりセイフティマークの申込方法が変更になりました。

⑤富士通栃木コンストラクション㈱
　（旧）　佐藤　和博
　（新）　市川　裕一

⑥㈱相場設備管工
　（旧）　相場　茅子
　（新）　大塚恵理子

⑦㈱廣瀬住建
　（旧）　廣瀬　文夫
　（新）　青山　雄二

①㈱トチオン
　（旧）　今泉　忠男
　（新）　髙瀬　伸弘

②いすゞ ビルメンテナンス㈱栃木事業部
　（旧）　小関　孝男
　（新）　藤木　利隆

③㈲和久井電気
　（旧）　和久井文夫
　（新）　和久井健二

④㈱大高商事
　（旧）　高橋　和夫
　（新）　伊原　　修
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住所変更　(敬称略)
シティホットサービス㈲ （旧） 住所：〒329-2705 那須塩原市南郷屋 4丁目 27-17

（新） 住所：〒329-2705 那須塩原市南郷屋 4丁目 27-16

表示登録会員新規登録者紹介　(敬称略)
藤井産業㈱ 住所：宇都宮市平出工業団地 6-12　　　代表取締役：藤井　昌一

登録番号：9-1-086

会　員　情　報
代表者変更　(敬称略)

協会からのお知らせ

令和３年度に免許を取得された方、また平成30年度に講習を受講された方が対象です。
前回、栃木県で受講された方には受講案内を送付しています。住所に変更があった場合には、当協会（☎

028-625-4611）あて連絡をお願いします。

◆令和５年度の消防設備士法定講習は、例年どおり10月を予定しています。

この講習は、消防設備点検資格者の資格を取得するためのものです。詳細は５月頃ホームページに掲載しま
す（隔年開催、次回は令和７年です）。

◆令和５年度は消防設備点検資格者講習（資格取得）を予定しています。

会員名簿（令和４年 10 月 1 日現在）記載事項に変更があった場合には､会員専用ページより様式をダウンロー
ドし、該当項目を記入のうえ提出してください。
また、点検済表示登録会員の変更についても併せて提出してください。

◆代表者や所在地等に変更のあった場合には、届出書の提出をお願いします。

当協会へ振り込む際の振込手数料が令和５年４月１日から有料（事業者負担）になります。ご理解賜ります
ようお願い申し上げます。詳細については後日通知いたします。

◆令和５年４月１日より振込手数料が有料になります。

詳しくは、（一財）日本消防設備安全センターのサイトをご覧ください。
◆令和５年度消防設備点検資格者再講習のオンライン講習が実施されます。

従来の FAX での申込からメールでの申込に変更になりました。ご注文の方は（一財）日本消防設備安全セ
ンターのホームページから様式をダウンロードしてください。

◆令和４年９月20日よりセイフティマークの申込方法が変更になりました。

⑤富士通栃木コンストラクション㈱
　（旧）　佐藤　和博
　（新）　市川　裕一

⑥㈱相場設備管工
　（旧）　相場　茅子
　（新）　大塚恵理子

⑦㈱廣瀬住建
　（旧）　廣瀬　文夫
　（新）　青山　雄二

①㈱トチオン
　（旧）　今泉　忠男
　（新）　髙瀬　伸弘

②いすゞ ビルメンテナンス㈱栃木事業部
　（旧）　小関　孝男
　（新）　藤木　利隆

③㈲和久井電気
　（旧）　和久井文夫
　（新）　和久井健二

④㈱大高商事
　（旧）　高橋　和夫
　（新）　伊原　　修

詳細は次頁をご確認ください。
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補助金の拡充や事務負担の軽減措置は次頁へ
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次頁へ

栃木県消防設備保安協会報 令和５年１月（15）



次頁へ
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